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Oracle ERP Cloudのコンセプト
迅速かつ柔軟なシステムの構築や拡張を企業にもたらすクラウド。近年ではオンプレミスで導入・運用されてき
たERPのクラウド化も進んでいます。数々のERPソリューションでビジネスの成長を支援してきたオラクルが
提供するクラウドERPサービスが、「Oracle ERP Cloud」です。統合型スイートであるOracle ERP Cloudは、
下に示す3つのコンセプトに基づき、多彩な機能セットと最新のテクノロジーの装備をはじめ、最適化されたク
ラウドへの移行支援により、お客様のビジネスの成長を大きく加速させます。

グローバル企業のベストプラクティスを実装するだけでなく、ユーザーの使い勝手を向上さ
せリアルタイムの情報入力を促進、従業員から経営者までの皆が情報を利活用し成長できる
仕組みが“モダンビジネス”です。

クラウドERPのメリットを自社にとりこむための最適な手法も提供しています。
ビジネステンプレートを活用し、確実なビジネスシステムの立上げと短期導入を支援します。
また、システム環境を持たないことによりIT運用コストを大幅に削減することができます。

グローバル標準ビジネスプラクティスを核に、豊富な機能群から事業特性に合わせた設定を行
うことで企業のオリジナリティを活かしたビジネスの新規立上げ／拡張を容易かつ迅速に実
現します。
クラウドERP単独だけでなく、既存システムの強みを活かしクラウドとの組合せによるハイブ
リッド型の導入形態まで、自由度の高い連携性がビジネスの可能性を拡げます。
クラウドの強みは高いセキュリティと可用性です。主要なクラウドベンダーが選択しているオ
ラクルのクラウド基盤を自社のデータセンターで運用します。

MODERN BUSINESS

モダンビジネス

モダンクラウド

クラウドの導入・移行

モバイル対応 ソーシャル機能 豊富なレポート 使い勝手の良い
インターフェース

MODERN CLOUD

PRACTICAL PATH



グローバル展開をステップアップさせるには統合的なERPシステムが必要です。
●グローバルに通用するプラクティスを実装していること
●多様なビジネス形態に対応できるカスタマイズ性
●ビジネスをタイムリーに立ち上げ／拡大できる迅速性／拡張性
●「グローバル戦略の立案／遂行」が行える総合的な可視化性

 ビジネスをグローバルに成長させるモダンな仕組み

モダンビジネスを実現するための課題と解決策

ビジネスやシステムの課題 Oracle ERP Cloudが
もたらす解決策

現状のビジネス規模に基づき、個別パッ
ケージや機能が足りないERPを選択した場
合、ビジネスの成長を促進させることは困難

BEFORE

機能が豊富なグローバルERPであれば、現
状のビジネス規模からグローバルなビジネ
スの成長を達成することが可能に

AFTER

Tier1 ERPTier2 ERP

個別パッケージ
やExcel

ERP Cloud

ビジネスの情報を
リアルタイムに知りたい

問題を解決するために
さまざまな部署の
関係者といますぐ、
連絡を取りたい

必要な情報をリアルタイムに
入れてもらうために
使い勝手の良いシステムを
提供したい

入力作業を
簡素化したい

外出先からも情報に
アクセスしたい

グローバルビジネスに通用する
プロセスを手に入れたい

近年、急速に普及しているスマートフォンや
スマートタブレットでも活用できるように設
計。モバイルへの対応により、コラボレー
ション性が向上、移動中、外出中の従業員が
いつでも情報にアクセスできるよう最適化

エンタープライズ向けに設計された、組み込
み型のソーシャル／コラボレーション機能を
提供。業務アプリケーションに統合された
ソーシャルを活用したリアルタイムコミュニ
ケーションと業務効率化を実現

Excel 上で、情報の切り口をダイナミックに
切り替えながら、さまざまな角度からの分析
を可能とするほか、事前定義されたデータモ
デルを活用することで、ノンプログラミング
による帳票作成も可能

業務効率の向上に大きく影響するユーザー
インターフェースには特に注力し、世界中で
ユーザー評価を実施し継続して、改善。1つ
の画面で必要な情報を網羅、作業の効率化
を実現し、ユーザーエクスペリエンスを大幅
に向上

モバイル

ソーシャル

豊富な
レポーティング
機能

最新の
ユーザ・
インタフェース

モダンビジネス  ～グローバル成長の仕組み～
MODERN BUSINESS

単に業務が遂行できる程度の
単機能パッケージや Tier2 
ERPでは限界があります。
ビジネスの拡大を目指すなら
ば Tier1 ERPの選択がとて
も重要と言えるでしょう。



グローバルな購買活動で大きなコストダウンを実現！

プロジェクトの収益性やリソース配分をグローバルに可視化！

Oracle Procurement Cloud

Oracle Project Portfolio ManagementCloud
「Oracle Project Portfolio Management Cloud」 は、グループ内の全てのプロジェクト活動を、財務的側
面（収益／コスト）・スケジュール／進捗・リソースの３面から管理することができ、経営に対するインパクト
を正確かつ早期に把握し対応することを可能にします。

企業グループ全体での大きなコストダウン効果を目指す取り組みには、どこで誰がどこからどうやって購買す
るのが最適なのかを分析することが必要です。グローバルの購買実績データを一元的に集約し、見積り段階か
らのコストダウン活動と仕入先との密な協業体制が成果を結びます。

仕入先

購買分析

購買活動を見積から受入まで
一元的にデータ管理し、仕入価
格から業務コストまで、コスト
ダウンの余地を徹底的に洗い
出します

コストダウンは「見積もり」から
始まります。過去の様々な提案
の詳細を吟味し、相見積もりの
内容を比較し最適な契約を行
います

発注残から納品状況まで、現在
のステータスを仕入先との
WEB協業も活用し、リアルタイ
ムに監視し、工場の生産計画に
影響しないように購買活動を
コントロールします

受入管理 見積管理

発注管理 購買契約管理

仕入先ポータル

購
買 

実
行
管
理

購
買 

価
格・契
約
管
理

購買情報
仕入先、品目

予算・見込管理

リソース管理

コスト管理

タスク管理

請求・収益管理

プロジェクト状況
の可視化

契約管理

実行計画
実行管理

分析・評価

プロジェクト実行・タスク・リソース管理

プロジェクト収益・コスト管理
お客様の用途に応じて
部分的に利用することも可能

（収支管理のみ、実行管理のみ、
など） 

経営層から
プロジェクト・メンバーまで、
意思決定に必要な情報を
リアルタイムに提供

「人」中心のソリューション：
最適なスキル・経験を持つ
リソースのアサインや、
メンバー間のコラボレーション
を強力にサポート

プロジェクト
情報



会計業務全般をカバー、豊富なレポートと分析機能を提供！

プロジェクトの収益性やリソース配分をグローバルに可視化！

Oracle Financials Cloud
Oracle Financials Cloudは、グローバル拠点で発生する債権から入金・債務から支払・日次処理から決算など、
会計業務プロセス全般を高度な機能でカバーしています。内部で完全に会計データが統合されており、グループ
全体の法人や拠点を跨がる取引の見える化が実現します。また、会計業務のシェアードサービス化も可能とな
り、これによりオペレーションコストの大幅な削減を見込むこともできます。

Oracle ERP Cloudの大きな優位性として、Business Intelligence機能が予め組み込まれており、業務オペレーションで発生
する様々な状況をリアルタイムに把握することができます。必要な情報をダッシュボードで確認したり、必要なデータを抽出し
Excel上に展開することもできます。外部報告に必要な定型レポートやマネージメント層に必要な業務レポートなどを自分の作
業環境に組込めるので、高い生産性が実現できます。またタブレット端末に対応しているのでいつでもどこからでも情報にアク
セスすることができます。

Business Intelligence： 組込み済みのレポーティング機能

さまざまな規模・業種にて導入実績のある 
ERP 製品、Oracle EBS、PeopleSoft、 
JD Edwardsの特質を継承して作られた
高品質な会計クラウド

売掛管理 買掛管理

固定資産 資金・経費

Subledger Accounting

仕訳生成・補助簿管理

General Ledger

複数通貨、複数会計基準、
多軸での管理会計に対応するための
元帳・セグメント設定

Subledger Accountingを利用した
仕訳ルールの変更、パラメータでの
ユーザー・インタフェースの修正など、
要件に対応するための柔軟性を確保

財務会計

管理会計

IFRS

シェアNo.1経営管理製品Hyperionの中核である
レポーティングエンジン機能を組込み

オラクルの主力分析ソリューションである
「Oracle BI」を組込み

財務レポート
会計業務に必要となる
定型帳票を用意

Smart View
Excel上で財務会計、管理会計の
切り口をダイナミックに
切り替えながら、さまざまな
角度からの分析が可能

OTBI
─ビジネス・インテリジェンス
グラフ・チャートや
経営ダッシュボードによる
マネージャ向けレポートを提供

タブレット・レポーティング
Sunburstなどの直感的な
ビジュアルレポートを
タブレットで提供



Oracle ERP Cloudは既存のビジネス
を、最新のITを活用したモダンビジネ
スへと進化させることができます。ビ
ジネスの現状に応じてオンプレミスと
のハイブリッドや完全クラウド型ま
で、柔軟で即応可能な導入および運用
ができます。

ビジネスに合わせたクラウドへの移行

業務改革の実現手段として
個別に構築、運営されてい
るシステムをクラウドで統
合し、グローバルのビジネ
スプロセスを手に入れる

既存ERPシステムに加え、
グローバルのビジネス展
開において不足しているビ
ジネスプロセスをクラウド
によって補完する

システム運用を含め、最新
のアーキテクチャを備えた
クラウドへと移行すること
で未来型ERPの運用を実
現する

ERP CloudERP Cloud

Financial
Cloud

procurement
Cloud

個別パッケージ
やExcel

オンプレミス オンプレミスオンプレミス

拠点毎にバラバラな
ビジネスプロセスを標準化

不足や統合されていない
プロセスを部分的に補完

最新のテクノロジーで
運用レスで拡張性の高い

システムへ統合

クラウドに移行することで大幅なITコ
ストが削減できます。オンプレミス型
システムの運用と比較すると、インフ
ラの運用保守や人員にまつわる費用、
さらにはバージョンアップ費用といっ
たコストを大幅に削減できます。

コスト削減の実現イメージ
クラウドに移行することで、インフラの運用・保守、アップグレード費用を削減

ライセンス
保守料

アップグレード費用

ITスタッフのコスト

ソフトウェア
インフラ費

ハードウェア費

オンプレミス

月額使用料

ITスタッフのコスト

コスト削減

クラウド

Underlying

Visible $100 $125

$100 $75

$250

$30

$20

クラウドへの移行費用
Example:

Oracle ERP Cloudの導入に際して
は、テンプレートによるベストプラク
ティスでの早期導入を実現します。グ
ローバルで標準的なビジネスモデルと
プラクティスのご説明から始まり必要
な設定を行います。プロジェクトのデ
ザインから設定、検証、移行、運用に至
る各フェーズにおいて、その最適な遂
行を支援します。

短期導入テンプレート

Fixed scope
事前定義業務要件

Low cost
低価格

Fast & easy
早期・簡易導入を実現 

Live in weeks or months, 
depends on needs
要件に応じて、週や月の
単位で稼働を実現

Based on best practices
ベストプラクティス

Configuration templates
パラメーターで設定

オンプレミス

ERP Cloud

クラウドの導入・移行
PRACTICAL PATH



企業の変化に対して機敏な対応ができるERP Cloud。モダンクラウドに求められるシステム要件は、異なるビジ
ネス形態の違いを吸収する「パーソナライズ」、既存や必要なシステムと連携できる「システム間連携」、大切な
データを強固に守る[セキュリティ」です。

【グローバルビジネスでの考慮点】
●地域や国の商習慣や法制度への対応
●海外拠点では異なるビジネスプロセスの事業を一拠

点で担当するケース
●商取引先が３国間に渡るケース

ERP Cloudは豊富な標準機能からパラメーター設定
だけで様々なビジネスプロセスに対応することがで
き、さらに分析ダッシュボード画面やワークフローな
どを従業員レベルでパーソナライズすることが可能な
ため、飛躍的に生産性を高めることができます。

オラクルのクラウド環境にはオラクルの様々な業務ア
プリケーションが用意されており、これらを組み合わ
せて革新的で生産性の高いビジネスシステムを構築す
ることができます。Web Serviceやファイルによる連
携環境が用意されていますので、他のSaaSや既存の
アプリケーションと連携し効率的に業務を遂行するこ
とが可能です。またオラクルはPaaS/IaaS環境も提
供していますので、オラクルクラウド基盤上に構築し
たカスタムアプリケーションとの連携も容易です。

　世界の大半のクラウドベンダーが採用しているオラ
クルのクラウド基盤製品。その自慢は圧倒的なパ
フォーマンスと設計／改良から運用までを自社で行え
ることです。オラクルはお客様の近くに19のデータ
センターを運営しています。
　データプライバシーに関しては厳格なコンプライア
ンス・プラクティスのもとでセキュリティコントロー
ルを実施しており確実にデータを保護します。 
ERP Cloudは企業ごとに独立したシングルテナント
で構築することで、他のクラウドサービスのような
データベースの共有に伴うリスクを回避しています。

パーソナライズ：業種毎のビジネス特性の違いや地域性に対応

システム間連携：既存の業務システムや他のクラウドなど連携容易

セキュリティ：オラクルクラウド基盤製品をベースに構築

Data FieldsUser Experience

Branding

Analytics Workflows

On Premise On Premise

Oracle Cloud

On Premise

HCM Cloud

ERP Cloud

CX Cloud

Custom3rd Party

19 Data Centers
Worldwide

Unified
Access
Controls

Isolated
Data
Tenancy

HCM CX ERP

モダンクラウド  ～システム基盤の優位性～
MODERN CLOUD
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Oracle ERP Cloud モジュール群モダンビジネス  ～グローバル成長の仕組み～
財務会計管理

一般会計、売掛管理、買掛管理、経費精算、支払回収管理、会計レポーティング、文書管理（請求書等）

購買管理

購買管理（発注、受入）、見積管理、購買契約管理、仕入先ポータル、従業員セルフサービス、購買実績データ分析

プロジェクトポートフォリオ管理

プロジェクト実行計画・管理、プロジェクト予算予測管理、進捗状況管理、要員管理、コスト管理、契約管理、請求管理、
勤務時間管理、パフォーマンスレポーティング、プロジェクト実績データ分析


